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※上記QRコードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。

　12月の第 4回定例会は今年も「啓
翁桜議会」として開催し、町の特産
品をＰＲしました。通常よりも大幅
に早く開花させた啓翁桜を飾ってい
ただいたおかげで、議場の中は春の
装いとなりました。

議
場
に
一
足
早
い
春
の
便
り
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第
４
回
定
例
会
を
、
12
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

町
か
ら
は
条
例
案
、
補
正
予
算
案
な
ど
15
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
議
案
の
一
覧
は
３
ペ
ー
ジ
の
表
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
質
問
は
７
人
の
議
員
が
10
件
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
発
議
で

国
に
対
す
る
１
件
の
意
見
書
の
提
出
を
上
程
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

令和２年
第４回
定例会

令和２年
第４回
定例会

第４回定例会に提出された主な議案

下のＱＲコードをス
マートフォンで読み
取ると、議会録画が
視聴できます。

12月2日（水）

12月8日（火）

苦
難
の
多
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
前
を
向
い
て

議
　
長
　
古
澤
　
俊
一

副
議
長
　
佐
藤
　
耕
二

　
　
　
　
伊
藤
　
哲
治

　
　
　
　
佐
藤
　
幸
吉

　
　
　
　
大
泉
　
奈
美

　
　
　
　
菅
野
邦
比
克

　
　
　
　
佐
藤
　
光
康

　
　
　
　
佐
藤
　
　
仁

　
　
　
　
荒
木
　
俊
夫

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
議案番号 件　名 議案の主な内容

52 号 指定管理者の指定 西川町総合交流促進センター（月山銘水館）の指定管理者
を西川町総合開発㈱に指定する。

53号 指定管理者の指定 水沢温泉館の指定管理者を
西川町総合開発㈱に指定する。

54号 指定管理者の指定 大井沢温泉館の指定管理者を西川町総合開発㈱に指定する。

55 号 指定管理者の指定 月山避難小屋清川行人小屋の指定管理者を岩根沢区に指
定する。

56 号 町議会議員及び町長の選挙における選
挙運動の公費負担に関する条例の設定

公職選挙法の一部改正に基づき、選挙運動用の自動車
やビラ、ポスターに関する経費を公費負担とする。

57号 税外収入金督促手数料及び延滞金徴収
条例等の一部を改正する条例の設定

租税特別措置法の一部改正に伴い、延滞金の割合の特例
規定を整備する。

58号 国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の制定

地方税法施行令の一部改正に伴い、保険税の軽減判定所
得基準の見直し等関係規定の整備を図る。

59 号 一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定

感染症に係る防疫作業に従事する職員に特殊勤務手当を
支給する。

60 号 社会体育施設条例の一部を改正する条
例の制定 町民体育館内のトレーニングルームの使用料を改正する。

報告
第 8号

損害賠償の額の決定についての専決処
分の報告

国への損害賠償金（消費税及び地方消費税の修正申告に
かかる延滞税）の額の決定を専決処分したことを報告する。

発議
第 7号

安全・安心の医療・介護の実現と国民
のいのちと健康を守るための意見書

医療・介護・福祉の人材確保と、公衆衛生行政の拡充など
を図る意見書を関係行政庁に提出する。

【条例案等】

※１　補正予算の主な理由
　　①　人事異動や豪雨災害対応などに伴う人件費などの組み替え
　　②　新型コロナウイルス感染症対策や豪雨災害対策
　　③　新型コロナウイルス感染防止による事業やイベントなどの中止、延期
　　④　国県等支出金の交付決定などに係る補正ほか
※２　一般会計補正予算の主な内容（▲印は減額）
　　�　議員報酬及び期末手当▲ 204 万円、フルーツライン左沢線活用協議会負担金▲ 180 万円、中体連県大

会以上出場補助金▲ 220 万円、生涯学習推進事業実行委員会負担金▲ 120 万円、東京オリンピックホス
トタウン受入れのための諸費▲ 341 万円、関東学生カヌースプリント選手権大会実行委員会負担金▲ 150
万円、固定資産税の更正に伴う還付金及び還付加算金 387 万円、事業所閉鎖に伴う法人町民税還付金 185
万円、けんこう弁当調理業務委託料 101 万円、障害児通所支援事業費 169 万円、国民健康保険特別会計
繰出金 303 万円、介護保険特別会計繰出金 202 万円、公共下水道事業特別会計繰出金 162 万円

　
議案番号 会　計 補正の主な内容 補正額 補正後の予算額

61号 一般会計 ( 第 8 号 )
（ ※１参照 ）

新型コロナ感染症対策　 2249 万円
豪雨災害対策　　　　2 億 520 万円
上記以外（※２参照）

2 億 2685 万円 63 億 6531万円

62 号 国民健康保険特別会計
( 第 2 号 )

一般被保険者療養給付費 4268 万円
一般被保険者高額療養費 2234 万円 8318 万円 6 億 4169 万円

63号 公共下水道事業特別会計
( 第 2 号 ) ポンプ修繕費　　　　　  162 万円 162 万円 1億 8657 万円

64号 後期高齢者医療特別会計
( 第 1号 ) 広域連合納付金　　　　　300 万円 339 万円 9502 万円

65 号 介護保険特別会計
( 第 2 号 )

システム改修費　　　　　110 万円
介護サービス等諸費　 　 1770 万円
介護予防サービス等諸費　 200 万円

2287 万円 7 億 7997 万円

66 号 病院事業会計 ( 第 2 号 )
※収益的収支

社会福祉士報酬等　　　　167 万円
防疫作業手当　　　　　　　80 万円 267 万円 7 億 4438 万円

【各会計補正予算】

（千円以下の金額を四捨五入）

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
や
豪
雨
災
害
な
ど
に

よ
り
、
心
身
と
も
に
つ
ら
い
一

年
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
勢
い
は
衰
え
る
ど
こ
ろ

か
日
増
し
に
強
ま
り
、
医
療
関

係
の
方
々
の
疲
労
も
ピ
ー
ク
に

達
し
て
い
る
も
の
と
心
配
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
町
に
お

い
て
も
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、
例
年
開

催
し
て
い
る
「
町
民
と
議
会
の

対
話
の
集
い
」
を
開
催
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
心
残
り
で
す
が
、

議
員
全
員
で
協
議
を
重
ね
、
昨

年
12
月
に
政
策
提
言
を
町
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
声

に
耳
を
傾
け
、
議
論
を
重
ね
な
が

ら
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
令
和
３

年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

明
る
い
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

▲12月16日、小川町長に政策提言書を提出

注目２
５ページへ

注目１
４ページへ

注目３
５ページへ

注目４
５ページへ
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指
定
管
理
を
行
わ
ず

　

議
第
52
～
55
号
と
し
て
、

町
内
４
つ
の
公
共
施
設
の

３
年
間
の
指
定
管
理
者
を

指
定
す
る
議
案
が
そ
れ
ぞ

※�今回は地方自治法第180条の委任専決処分で、同法第179条の専決処分のように
　議会の承認を得る必要はなく、単に報告すれば良いこととなっています。

山
形
新
聞
の

報
道
に
つ
い
て

　

12
月
９
日
付
け
の
同

紙
に
「
確
定
申
告
で
入

力
ミ
ス
」
と
い
う
記
事

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
そ
の
記
事
の
と

お
り
で
す
が
、
こ
の
こ

と
を
議
会
は
承
知
し
て

い
た
の
か
ど
う
か
町
民

の
方
か
ら
質
問
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

結
論
と
し
て
は
、
本

会
議
最
終
日
に
こ
の
事

案
を
知
っ
た
議
員
が
大

半
で
す
。
延
滞
税
の
納

入
の
た
め
国
へ
の
損
害

賠
償
の
額
を
決
定
す
る

に
あ
た
り
11
月
26
日
に

専
決
処
分(

※)

が
行
わ

れ
、
本
会
議
最
終
日
の

８
日
に
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
該
議

案
等
の
資
料
は
当
日
の

朝
に
配
布
さ
れ
、
事
前

の
詳
細
な
説
明
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
報
告

案
件
の
た
め
議
場
で
質

問
す
る
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
の
が
現

実
で
す
。

　

今
回
の
件
に
関
し
て

は
、
課
題
を
き
ち
ん
と

認
識
し
、
今
後
の
議
会

に
臨
ん
で
い
き
ま
す
。

水
の
文
化
館
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か

令和２年
第４回
定例会

令和２年
第４回
定例会

注目１

れ
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

前
回
は
平
成
29
年
12
月

の
第
４
回
定
例
会
で
可
決

し
、
30
年
１
月
15
日
発
行

の
議
会
だ
よ
り
１
０
３
号

で
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
３
年
前

の
時
と
大
き
く
異
な
る
の

が
、
月
山
湖
水
の
文
化
館

の
指
定
管
理
を
行
わ
な
い

と
い
う
点
で
す
。

当
初
は
観
光
拠
点

　

月
山
湖
水
の
文
化
館
は

「
水
に
こ
だ
わ
っ
た
ま
ち

づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て

月
山
湖
の
湖
畔
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
寒
河
江
ダ
ム

竣
工
後
の
平
成
３
年
か
ら

建
設
が
始
ま
り
、
５
年
３

月
に
完
成
し
、
同
年
４
月

に
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

完
成
当
時
の
町
広
報
紙

で
は
、
「
水
と
人
と
の
か

か
わ
り
を
基
本
テ
ー
マ
に
、

文
化
や
歴
史
、
科
学
の
各

方
面
か
ら
追
究
し
、
水
の

持
つ
雄
大
さ
や
水
の
不
思

議
、
水
か
ら
受
け
る
恩
恵

な
ど
様
々
な
姿
を
楽
し
み

な
が
ら
見
学
で
き
る
施

設
」
と
大
き
く
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
新
し
い
観
光
の

拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
オ
ー
プ
ン

か
ら
10
日
間
で
１
５
０
０

人
の
来
館
者
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

今
や
斜
陽
の
施
設

　

当
初
は
珍
し
か
っ
た
常

設
展
示
は
時
と
と
も
に
観

光
客
か
ら
飽
き
ら
れ
、
単

発
の
企
画
展
な
ど
が
細
々

と
行
わ
れ
る
程
度
に
な
り
、

施
設
全
体
の
魅
力
が
薄
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
施
設
の
利

活
用
に
つ
い
て
以
前
か
ら

町
の
考
え
方
を
何
度
も
た

だ
し
て
い
ま
し
た
が
、
町

は
明
確
な
利
用
計
画
を
示

す
こ
と
が
で
き
ず
、
管
理

を
委
託
し
て
い
た
西
川
町

総
合
開
発
株
式
会
社
に
任

せ
き
り
だ
っ
た
と
い
う
の

が
現
実
で
す
。

存
続
の
是
非
に
言
及

　

完
成
か
ら
27
年
が
経
過

し
、
空
調
が
効
か
な
い
な

ど
施
設
の
老
朽
化
が
目
立

ち
、
施
設
改
修
に
は
数

千
万
円
の
費
用
が
か
か
る

も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
の
利
活
用
に
つ
い

て
、
町
職
員
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
検
討

し
て
い
る
と
議
会
で
は
認

識
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
検
討
結
果
が
示

さ
れ
る
こ
と
な
く
指
定
管

理
対
象
か
ら
外
れ
、
令
和

３
年
度
は
町
が
直
営
で
管

理
を
行
う
と
い
う
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
関
す
る
質

問
に
対
し
町
は「
今
後
の

存
続
も
含
め
て
検
討
し
ま

す
。」と
答
え
、
解
体
も
あ

り
得
る
と
い
う
考
え
を
初

め
て
示
唆
し
ま
し
た
。

今
後
も
注
視

　

４
つ
の
施
設
の
う
ち
、

月
山
銘
水
館
は
27
年
度
の

大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

後
も
屋
根
や
設
備
等
の
改

修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
沢
温
泉
館
は
施
設
の

調
査
が
行
わ
れ
、
３
年
度

当
初
予
算
に
そ
の
費
用
が

計
上
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

大
井
沢
温
泉
館
も
源
泉

を
汲
み
上
げ
る
ポ
ン
プ
の

老
朽
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
は
昨
年
３
月
に
公
共

施
設
個
別
施
設
計
画
を
策

定
し
て
い
ま
す
が
、
老
朽

化
し
た
施
設
の
改
修
経
費

が
町
の
財
政
を
圧
迫
し
て

い
る
こ
と
は
明
確
な
事
実

で
す
。
こ
の
た
め
、
月
山

湖
水
の
文
化
館
の
動
向
は
、

今
後
の
公
共
施
設
の
方
向

性
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ

り
、議
会
は
今
後
も
町
の
動

き
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

水
沢
温
泉
館
の
改
修

　

議
第
53
号
の
水
沢
温
泉

館
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
関
連
し
て
、
10
月
に
実

施
し
た
同
施
設
の
調
査
の

結
果
と
今
後
の
改
修
計
画

に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
町
か
ら
は
次
の
よ
う

な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

注目２

注目３

注目４

１
億
円
以
上
の
費
用
が
必
要

経
費
の
一
部
を
町
の
負
担
に

「
浴
室
の
腐
食
や
地
下
の

機
械
の
老
朽
化
な
ど
の
改

修
に
お
そ
ら
く
１
億
円
以

上
の
費
用
が
必
要
で
、単

年
度
で
の
実
施
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。ま
ず

は
、お
客
様
の
安
全
を
考

慮
し
て
浴
室
部
分
の
改
修

を
行
う
な
ど
来
年
度
の
予

算
編
成
の
協
議
の
中
で
検

討
し
ま
す
。」

選
挙
の
負
担
を
軽
減

　

議
第
56
号
は
、町
議
会

議
員
や
町
長
の
選
挙
運
動

の
際
の
経
費
の
一
部
を
町

が
負
担
す
る
こ
と
を
定
め

る
新
た
な
条
例
案
で
、全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、下
の
表
に

記
載
し
た
上
限
額
の
範
囲

内
で
、そ
の
経
費
を
原
則
と

し
て
町
が
負
担
し
ま
す
。

新
た
な
負
担
も

　

こ
の
条
例
新
設
の
根
拠

で
あ
る
公
職
選
挙
法
の
改

正
で
は
、町
村
議
会
議
員

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

用
ビ
ラ
の
頒
布
解
禁
と
供

託
金
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

ビ
ラ
の
頒
布（
広
く
配
り
、

行
き
わ
た
ら
せ
る
こ
と
）は
、

１
６
０
０
枚
が
上
限
で
す
。

　

供
託
金
は
、町
村
議
会

議
員
に
立
候
補
す
る
場
合
、

候
補
者
は
15
万
円
を
選
挙

管
理
委
員
会
に
預
け
、選

挙
後
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

自動車
(1台のみ)

ハイヤー方式 ハイヤー 64,500 円× 5 日＝ 322,500 円
レンタカー
方式

車両代 15,800 円× 5 日＝ 79,000 円、燃料代 7,560 円× 5 日＝ 37,800 円
運転手代 12,500 円× 5 日＝ 62,500 円

ビラ 7.51 円× 1,600 枚（2 種類以内）＝ 12,016 円　（町長選挙の場合は 5,000 枚まで）

ポスター
4,961 円(※)× 70 枚＝ 347,270 円
※ポスター掲示箇所を 70 箇所とした場合の算定
　⇒〔(525.06 円× 70 箇所)＋定額 310,500 円〕÷ 70 箇所

選挙の公費負担の上限

し
か
し
、そ
の
候
補
者
の
得

票
数
が
、有
効
投
票
総
数

を
議
員
定
数
で
割
っ
た
数

の
10
分
の
１（
本
町
の
場
合

は
概
ね
40
票
程
度
と
見
込

ま
れ
ま
す
）に
満
た
な
い
場

合
、供
託
金
は
返
還
さ
れ

ま
せ
ん
。

プ
ラ
ス
材
料
に

　

選
挙
の
公
費
負
担
に
つい

て
は
、平
成
29
年
６
月
か
ら

実
施
し
た「
議
員
の
な
り

手
確
保
対
策
に
関
す
る
懇

談
会
」の
検
討
結
果
の
一つ

と
し
て
、全
国
の
町
村
議

会
と
と
も
に
国
へ
要
望
し
て

い
た
こ
と
で
す
。も
ち
ろ
ん
、

こ
の
ほ
か
に
も
検
討
す
べ
き

点
は
あ
り
、議
員
自
ら
が

町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

考
え
て
い
く
べ
き
こ
と
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、今
回
の
公
職

選
挙
法
改
正
と
条
例
新
設

が
、今
後
の
議
員
の
な
り
手

確
保
対
策
の
プ
ラ
ス
材
料

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

▲月山湖水の文化館

▲経年劣化の目立つ水沢温泉館の浴室
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今
後
の
対
策
は

今
後
ど
の
よ
う
な
対

策
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
か
。

先
を
見
据
え
た
経
済

対
策
と
町
立
病
院
で

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
な

ど
で
町
民
の
安
全
、
安
心

を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
（
医
療
・
介

護
従
事
者
、
公
務
員
等
）

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
定
期
検
査
を
行

い
、
社
会
生
活
の
混
乱
防

止
を
実
施
す
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

国
か
ら
の
通
知
等
の

確
認
を
行
い
、
県
と

も
協
議
の
上
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

支
援
の
現
状
は

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

こ
れ
ま
で
約
２
億
９

０
０
０
万
円
の
財
政

支
援
と
、
コ
ロ
ナ
対
策
支

援
チ
ー
ム
に
よ
る
事
業
者

に
寄
り
添
っ
た
巡
回
相
談

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

答

問

佐藤　仁　議員

目
玉
は
な
い
の
か

Ｉ
Ｔ
専
門
職
員
の
配

置
や
歯
周
疾
患
の
無

料
検
診
の
継
続
と
拡
充
、

そ
し
て
未
来
の
公
共
交
通

整
備
と
し
て
の
自
動
運
転

化
の
検
討
等
、
町
民
が
夢

を
持
て
る
計
画
が
必
要
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

第
６
次
総
合
計
画
に

基
づ
き
、
執
行
部
一

丸
と
な
っ
て
夢
の
あ
る
取

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問

問

７
人
の
一
般
質
問

７
人
の
一
般
質
問

一般質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

７
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

　

町
政
全
般
の
課
題
等
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
や
疑
問
を
た
だ
す
の

が
一
般
質
問
で
す
。
議
会
だ
よ
り

で
は
、
質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要

約
し
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

※
左
上
の
質
問
事
項
の
タ
イ
ト
ル

は
掲
載
ペ
ー
ジ
の
見
出
し
を
記
載

し
て
い
ま
す
。

▲�国道112号に設置されている
国土交通省のライブカメラ
（睦合）

　一般質問のページにＱＲコードあるなぁと思い、読み込んでみた
らスマホで動画が見られるようになっていてびっくりしました。使
いやすいし、利便性が大きく向上したと感じます。議員ごとに動画
を選択できるのも非常に良かったです。よく考えられていると思い
ました。

※第４回定例会の傍聴者は延べ５人でした。

動画視聴者からひとこと �【井上修一さん ／ 海味】

佐藤　　仁　議員…………………………………　P7
　１　新型コロナ感染症対応の経過と今後の対応
　２　令和３年度予算の思い入れ、目玉は

荒木　俊夫　議員…………………………………　P8
　１　地域づくりをどう進めるのか

佐藤　光康　議員…………………………………　P9
　１　観光の新たな段階に向けて
　２　地域おこし協力隊を活用して積極的な町づくりを

菅野　邦比克　議員………………………………　P10
　１　職員の営利企業との兼業について
　２　寒河江川の清流化の取組みについて

佐藤　幸吉　議員…………………………………　P11
　１　空き家の利活用を図ることが大切

大泉　奈美　議員…………………………………　P12
　１　新型コロナウイルス感染症の対策は

伊藤　哲治　議員…………………………………　P13
　１　西川らしい自然教育、子育て支援策を問う

質問事項（発言順）

国
の
臨
時
交
付
金
に

よ
る
コ
ロ
ナ
対
策
費

は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

１
次
補
正
時
に
６
３

６
０
万
円
、
２
次
補

正
時
に
２
億
８
７
１
万
円
、

計
２
億
７
２
３
１
万
円
で
、

そ
の
う
ち
約
76
パ
ー
セ
ン

ト
の
２
億
１
８
３
０
万
円

を
商
工
観
光
対
策
に
充
て

て
い
ま
す
。

商
工
観
光
部
門
の
実

績
は
昨
年
と
比
較
し

て
ど
う
で
す
か
。

昨
年
の
町
内
宿
泊
者

数
は
４
万
９
８
２
２

人
で
、
県
内
９
６
６
４
人
、

県
外
４
万
１
５
８
人
、
う

ち
外
国
人
１
１
３
１
人
で

し
た
。
今
年
10
月
の
時
点

で
対
前
年
比
49
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。
同
様
に
飲
食
関

係
は
55
パ
ー
セ
ン
ト
、
小

売
関
係
は
70
～
80
パ
ー
セ

ン
ト
と
い
う
状
況
で
す
。

問問

答

答答

答

問 答答

各議員席にも
啓翁桜を
飾りました。

�

町長

新型コロナ感染症対応の
� 経過と今後の対応
さらなる感染予防と
� 財政支援の強化を図る

安
全
カ
メ
ラ
の
設
置
は

通
学
路
を
は
じ
め
町

道
や
県
道
、
国
道
へ

の
安
全
カ
メ
ラ
設
置
の
検

討
を
進
め
て
予
算
を
組
む

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

小
学
校
の
交
通
・
生

活
安
全
対
策
協
議
会

と
情
報
を
共
有
し
、
当
面

は
地
域
の
方
々
の
協
力
を

得
な
が
ら
進
め
ま
す
。

町長 令
和
３
年
度
予
算
の

�

思
い
入
れ
、
目
玉
は

生
き
生
き
と
夢
を
持
っ
て

�

暮
ら
せ
る
町
を
目
指
す

問

▲
�

町
立
病
院
に
導
入
さ
れ
た

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
解
析
装
置
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自
主
的
な
地
域
づ
く

り
を
行
う
た
め
に
も
、

具
体
的
な
活
動
内
容
や
人

的
、
財
政
的
支
援
を
含
め

町
が
積
極
的
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
が
実
施
す
べ
き
こ

と
と
地
域
で
行
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を

説
明
し
、
地
域
で
困
難
な

課
題
に
は
町
が
支
援
し
て

い
き
ま
す
。
地
域
活
性
化

の
た
め
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
活
動
交
付
金
の

創
設
に
つ
い
て
、
活

用
の
内
容
を
含
め
前
向
き

に
検
討
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
区
長
や

町
内
会
長
、
公
民
館

三
役
等
は
町
の
委
嘱
と
し

て
町
長
が
任
命
し
て
い
ま

し
た
が
、
町
か
ら
の
業
務

の
委
託
は
ど
う
な
る
の
で

す
か
。
ま
た
、
活
動
中
の

事
故
等
の
補
償
は
ど
う
す

る
の
で
す
か
。

町
か
ら
の
お
願
い
で

業
務
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
事
故
等
の

補
償
は
自
治
活
動
保
険
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

町
と
地
域
づ
く
り

町
と
し
て
、
町
と
地

域
の
役
割
分
担
を
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

持
続
で
き
る
町
づ
く

り
の
た
め
、
町
へ
の

依
存
型
で
な
い
自
主
的
な

地
域
づ
く
り
を
行
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

地
域
づ
く
り
交
付
金

今
年
度
創
設
し
た
地

域
づ
く
り
活
動
支
援

交
付
金
の
目
的
は
何
で
す
か
。

区
長
や
町
内
会
長
、

公
民
館
三
役
、
隣
組

長
へ
の
手
当
分
を
交
付
し

ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
に
よ
り

地
域
活
動
の
財
源
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
地
域

活
動
に
自
由
に
活
用
で
き

る
交
付
金
を
創
設
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
の
解
体
除
去

月
山
観
光
の
入
口
で

あ
る
志
津
や
姥
沢
に

空
き
家
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
解
体
除
去
に
は
多
額

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、

国
や
県
か
ら
個
人
に
対
し

て
補
助
制
度
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

町
職
員
が
少
な
く
な

る
中
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
は
国
の
財
政
支
援

の
あ
る
貴
重
な
人
材
で
す
。

来
年
度
の
協
力
隊
の
人
数

は
何
人
で
、
新
た
に
募
集

を
し
て
い
ま
す
か
。

来
年
度
は
１
人
だ
け

で
、
現
在
は
新
た
な

募
集
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

川
西
町
で
は
、
現
在

７
人
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
活
動
し
、
さ
ら

に
３
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
本
町
も
全
国
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
町
外
の
方
に
来

て
も
ら
い
、
新
た
な
町
づ

く
り
に
挑
戦
し
て
い
く
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
ま
で
本
町
に
10

数
人
地
域
お
こ
し
協

力
隊
が
入
り
ま
し
た
が
、

定
住
し
た
の
は
１
人
だ
け

で
す
。
今
年
度
に
施
行
さ

れ
た
国
の
特
定
地
域
づ
く

り
事
業
協
同
組
合
制
度
な

ど
も
含
め
、
予
算
編
成
に

合
わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

問

佐藤　光康　議員

問問 問

７
人
の
一
般
質
問

一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
国
や
県
か
ら
補

助
金
を
受
け
取
る
制
度
は

あ
り
ま
す
。

国
の
補
助
制
度
を
使

う
条
件
で
あ
る
「
空

き
家
対
策
計
画
」
を
、
い

ま
だ
に
作
成
し
て
い
な
い

市
町
村
は
県
内
で
本
町
を

含
む
３
つ
だ
け
で
す
。
早

急
に
計
画
を
作
っ
て
国
の

補
助
金
を
積
極
的
に
使
う

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
の
補
助
制
度
を
利

用
で
き
る
の
は
、
解

体
後
、
公
共
利
用
に
資
す

る
場
合
で
あ
る
と
理
解
し

て
い
ま
す
。

問答 答

答答 答

町長

地域おこし協力隊を活用して
� 積極的な町づくりを
予算編成に合わせて検討する

荒木　俊夫　議員

町長

地域づくりをどう進めるのか
町と地域の役割分担を定め、
� 支援していく

　

町
民
が
こ
の
町
で
安
心

し
て
い
き
い
き
と
、
心
豊

か
に
住
み
続
け
る
た
め
、

町
は
住
み
よ
い
地
域
社
会

を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
ど

の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
む
の
か
質
問
し
ま

す
。

集
落
支
援
員
等

地
域
お
こ
し
協
力
隊

や
集
落
支
援
員
を
ど

の
よ
う
に
活
用
し
ま
す
か
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
定
住
対
策
と
産

業
育
成
に
活
用
し
ま
す
。

　

集
落
支
援
員
は
、
地
域

づ
く
り
計
画
の
推
進
や
地

域
活
性
化
の
た
め
、
各
地

区
の
代
表
者
の
方
々
と
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

や
集
落
支
援
員
の
経

費
に
町
の
財
政
負
担
は
あ

り
ま
す
か
。

限
度
額
は
あ
り
ま
す

が
、
経
費
の
全
額
が

国
か
ら
特
別
交
付
税
と
し

て
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

国
の
支
援
を
活
用
し
、

定
住
対
策
や
地
域
活

性
化
の
た
め
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

前
向
き
に
取
り
組
み

ま
す
。

問問問

問問 答

答答 答

答答答 問問

７
人
の
一
般
質
問

▲

令
和
元
年
か
わ
ど
い
亭
秋
の
御
膳

町長 観
光
の
新
た
な

�

段
階
に
向
け
て

い
ろ
ん
な
研
究
を

�

し
て
い
き
た
い

歴
史
文
化
資
料
館

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
で
は

町
が
目
指
す
観
光
の

あ
り
方
を
「
現
代
版
の
出

羽
三
山
山
岳
信
仰
」
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
歴
史
文
化
資
料
館
の
充

実
が
大
事
で
す
。
企
画
展

な
ど
の
町
内
外
へ
の
宣
伝

は
行
な
っ
て
い
ま
す
か
。

お
知
ら
せ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

各
施
設
へ
の
チ
ラ
シ
設
置

な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
鎌

倉
時
代
が
舞
台
で
あ
り
、

来
年
は
大
江
家
が
吉
川
に

入
っ
て
８
０
０
年
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
館
長
や
歴

史
の
専
門
家
を
き
ち
ん
と

配
置
し
、
思
い
切
っ
て
力

を
注
ぐ
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

大
井
沢
博
物
館
と
の

関
係
や
財
政
的
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
全
体
的

な
人
員
配
置
を
こ
れ
か
ら

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問 答答

▲�
五
色
沼
か
ら
眺
め
た

晩
秋
の
姥
ヶ
岳

▲

令
和
元
年
吉
川
秋
祭
り

▲
�

歴
史
文
化
資
料
館
の
企
画
展

　

�

西
川
町
出
身
の
庄
司
富
雄
さ
ん

の
象
牙
彫
刻
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流
れ
な
い
よ
う
な
対
策
が

必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

土
砂
災
害
を
止
め
る

の
は
な
か
な
か
大
変

で
あ
り
、ど
う
し
て
も
国
に

頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

管
轄
す
る
新
庄
河
川
事
務

所
を
は
じ
め
関
係
団
体
と

協
力
し
、情
報
を
共
有
し

な
が
ら
治
山
治
水
対
策
を

要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

佐藤　幸吉　議員

７
人
の
一
般
質
問

空
き
家
の
調
査
結
果
は

空
き
家
の
解
体
や
利

活
用
に
関
す
る
指
導

を
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。

５
月
に
発
送
す
る
固

定
資
産
税
納
税
通
知

書
に
、
空
き
家
の
適
切
な

管
理
と
空
き
家
バ
ン
ク
の

運
用
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を

同
封
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
財
道
具
の
運

搬
や
処
分
、
屋
外
の
清
掃
、

樹
木
の
伐
採
に
５
万
円
ま

で
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物

件
を
購
入
し
た
方
に
は
20

万
円
の
購
入
補
助
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
空
き
家
実

態
調
査
の
結
果
は
ど

う
で
し
た
か
。

適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
る
か
、
危
険
な
空

き
家
は
な
い
か
を
調
査
し

ま
し
た
。
空
き
家
に
な
っ

て
も
管
理
が
行
き
届
い
て

い
れ
ば
問
題
な
い
と
捉
え

て
い
ま
す
。

問問 答答

菅野 邦比克 議員

営
利
か
非
営
利
か

地
方
公
務
員
は
法
律

に
基
づ
き
営
利
企
業

へ
の
従
事
等
を
制
限
さ
れ

ま
す
が
、
商
工
観
光
課
の

職
員
が
、
営
利
企
業
で
あ

る
一
般
社
団
法
人
月
山
朝

日
観
光
協
会
の
仕
事
を
兼

務
す
る
こ
と
は
で
き
る
の

で
す
か
。

非
営
利
型
の
一
般
社

団
法
人
と
し
て
登
記

し
て
お
り
、
営
利
企
業
に

は
該
当
し
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
兼
務

の
発
令
は
月
山
朝
日
観
光

協
会
長
か
ら
出
て
い
ま
す
。

観
光
協
会
の
法
人
化

の
目
的
は
自
立
化
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
人
や

物
、
金
、
事
務
所
全
て
町

の
丸
抱
え
で
、
自
立
の
妨

げ
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

問 答

７
人
の
一
般
質
問

町
及
び
観
光
協
会
の

役
割
分
担
が
ま
だ
ま

だ
不
明
確
で
す
。
し
っ
か

り
と
事
業
計
画
を
立
て
て

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。指

示
命
令
は
誰
が
行

い
ま
す
か
。
労
務
災

害
が
あ
っ
た
場
合
は
ど
う

な
る
の
で
す
か
。

商
工
観
光
課
長
が
協

会
の
事
務
局
長
を
兼

務
し
、
指
示
を
出
し
て
い

ま
す
。
労
務
災
害
に
つ
い

て
は
、
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
た
め
、
個
別
の
保
険

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

他
の
営
利
企
業
が
役

場
の
中
に
事
務
所
を

構
え
る
こ
と
は
で
き
る
の

で
す
か
。

観
光
協
会
の
事
務
所

は
、
役
場
で
は
な
く

別
の
場
所
に
と
い
う
の
が

本
来
の
姿
で
あ
り
、
検
討

し
た
経
過
も
あ
り
ま
す
。

濁
り
は
ど
こ
か
ら

７
月
の
豪
雨
災
害
後
、

泥
流
の
発
生
す
る
場

所
を
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

寒
河
江
ダ
ム
上
流
の

ど
こ
が
と
い
う
特
定

の
判
断
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。大

越
川
や
石
跳
川
の

濁
り
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。ダ
ム
に
土
砂
が

問

問問 答答答

答 問問

答

空
き
家
を
適
切
に
把

握
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

空
き
家
は
個
人
の
財

産
で
あ
り
、
そ
の
管

理
は
基
本
的
に
所
有
者
が

す
べ
き
こ
と
で
す
。
町
が

助
言
、
指
導
を
行
う
の
は

危
険
な
状
態
に
あ
る
場
合

で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
そ

の
利
用
促
進
を
ど
の
よ
う

に
行
な
っ
て
い
ま
す
か
。

登
録
件
数
は
９
件
で
、

昨
年
の
実
績
は
購
入

補
助
が
１
件
、
清
掃
補
助

が
２
件
で
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
建
築
関
係

者
で
構
成
さ
れ
た
「
匠
の

会
」
と
連
携
し
、
有
効
活

用
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
へ
は

ど
の
よ
う
に
誘
導
し

て
い
ま
す
か
。

移
住
フ
ェ
ア
出
展
の

際
に
チ
ラ
シ
を
設
置

し
た
り
、
相
談
窓
口
で
紹

介
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
応

援
団
へ
依
頼
す
る
な
ど
幅

広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

危
険
な
空
き
家
対
策

町
内
に
危
険
な
状
態

の
空
き
家
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

空
き
家
等
の
総
数
は

１
１
７
戸
で
、
住
宅

が
１
０
４
戸
、
店
舗
が
８

戸
、
工
場
が
４
戸
、
大
型

の
小
屋
が
１
戸
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
景
観
を
損

な
う
状
態
や
周
辺
の
生
活

環
境
を
害
す
る
恐
れ
の
あ

る
危
険
空
き
家
は
16
戸
で

す
。

　

た
だ
、
直
ち
に
危
害
を

及
ぼ
す
空
き
家
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問 答

答答 問

問答

町長

職員の営利企業との
� 兼業について
営利企業には該当しないと
　　　　　　認識している

町長 寒
河
江
川
の
清
流
化
へ
の

�

取
組
み
に
つ
い
て

治
山
治
水
対
策
を
国
に
要
望

▲
�

月
山
銘
水
館
の
中
に
あ
る

月
山
朝
日
観
光
協
会
の
観

光
案
内
所

▲濁ったままの寒河江川

町長 空
き
家
の
利
活
用
を

�

図
る
こ
と
が
大
切

有
効
活
用
策
を
検
討
し
て
い
る

▲空き家バンクのパンフレットの表紙



▲�トレーニング器具の一つであるパワ
ーラック。他にもベンチプレス用器
具などがある。
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昨
年
３
月
に
策
定
し

た
西
川
学
園
構
想
の

中
で
、
既
存
の
施
設
を
そ

の
ま
ま
活
用
す
る
施
設
分

離
型
小
中
一
貫
教
育
を
行

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

教
育
に
係
る
親
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
町

は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
か
。

小
中
学
校
の
学
校
給

食
半
額
補
助
は
今
年

度
で
３
年
目
で
す
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
を

無
料
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
の
部
活
動
の
備

品
や
消
耗
品
の
整
備
、
大

会
参
加
費
、
旅
費
の
全
額

補
助
も
保
護
者
負
担
の
軽

減
に
つ
な
が
る
施
策
で
す
。

　

今
年
度
新
た
に
実
施
し

た
小
学
校
６
年
生
の
外
国

語
研
修
や
、
中
学
校
３
年

生
の
英
語
検
定
料
を
、
全

額
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
現
在
行
な
っ

て
い
る
施
策
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

廃
校
舎
活
用

自
然
教
育
・
学
習
セ

ン
タ
ー
の
設
置
構
想

に
基
づ
く
、
旧
大
井
沢
小

中
学
校
校
舎
活
用
の
現
状

と
今
後
の
方
向
性
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

現
有
機
能
の
ま
ま
十

分
に
活
用
で
き
る
た

め
、
当
面
は
最
低
限
の
改

修
で
対
応
し
ま
す
。

　

１
０
０
人
規
模
の
宿
泊

が
で
き
る
施
設
へ
の
改
修

計
画
が
無
く
な
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
今
後
改
め
て

利
活
用
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

体
育
館
に
は
大
規
模

自
然
災
害
の
際
の
避

難
所
と
し
て
の
役
割
も
あ

り
ま
す
。
器
具
を
設
置
し

た
２
階
の
２
部
屋
は
、
将

来
に
わ
た
り
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
と
し
て
使
用
す

る
の
で
す
か
。

こ
の
ま
ま
ず
っ
と
占

有
す
る
の
で
は
な
く
、

弓
張
平
の
体
育
館
で
も
合

宿
な
ど
の
際
に
使
用
で
き

る
よ
う
、
県
と
話
し
合
い

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具

町
民
体
育
館
に
設
置

し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

器
具
を
使
っ
た
健
康
づ
く

り
教
室
を
行
い
ま
す
か
。

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
器
具

の
た
め
、
一
般
の
方

が
安
全
に
使
用
す
る
た
め

の
対
策
を
施
し
ま
す
。
健

康
づ
く
り
教
室
で
の
活
用

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

専
門
の
運
動
士
を
配

置
し
ま
す
か
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
の

職
員
が
対
応
し
、
運

動
士
は
配
置
し
ま
せ
ん
。

伊藤　哲治　議員

７
人
の
一
般
質
問

答

大泉　奈美　議員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
数
の
急
激
な
増
加

が
続
い
て
い
る
中
で
、
町

民
の
安
全
、
安
心
な
く
ら

し
や
健
康
を
ど
の
よ
う
に

守
っ
て
い
く
の
か
、
次
の

質
問
を
し
ま
す
。

救
急
発
熱
外
来
対
応

町
立
病
院
の
救
急
発

熱
外
来
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

患
者
と
職
員
の
感
染

防
止
の
た
め
の
対
応

を
行
な
っ
た
上
で
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
２
日
か
ら
、
発
熱

や
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る

場
合
は
か
か
り
つ
け
医
が

受
診
相
談
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
陰
圧（
※
）ハ
ウ
ス
を

12
月
中
に
設
置
し
、
１
月

か
ら
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い

ま
す
。

問答

７
人
の
一
般
質
問

陰
圧
ハ
ウ
ス
で
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
行

い
ま
す
か
。

看
護
師
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
行
い
、
そ
の
後

の
対
応
は
医
師
が
判
断
し

ま
す
。

健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

各
課
連
携
に
よ
る
健

康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

健
康
と
生
き
が
い
づ

く
り
や
生
活
習
慣
病

対
策
に
つ
い
て
、
成
果
の

見
え
る
事
業
を
実
施
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

問問 答答教
育
・
学
習
交
流

６
次
総
で
掲
げ
た
、

他
自
治
体
や
大
学
と

連
携
し
た
教
育
・
学
習
交

流
の
拡
充
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
施
策

を
実
施
し
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
か
。

現
在
ま
で
交
流
事
業

等
に
は
取
り
組
ん
で

い
ま
せ
ん
が
、
全
国
に
誇

れ
る
自
然
学
習
を
推
進
す

る
こ
と
を
基
本
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
取
組
み

前
の
定
例
会
で
も
質

問
し
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
よ
り

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対

策
を
実
施
し
、
今
後
の
施

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま

す
か
。豊

か
な
自
然
や
文
化

を
生
か
し
、
コ
ロ
ナ

禍
で
規
模
を
縮
小
し
つ
つ

も
ブ
ナ
の
森
自
然
学
校
、

ふ
る
さ
と
楽
校
、
体
育
祭
、

山
形
交
響
楽
団
鑑
賞
等
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
町
の
特
色

を
活
か
し
つ
つ
コ
ロ
ナ
対

策
に
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
、
学
校
経
営
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

西
川
町
ら
し
い
保
小

中
一
貫
教
育
を
更
に

展
開
し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
教
育
環
境

の
整
備
を
図
る
た
め
に
も
、

小
中
一
体
型
の
校
舎
整
備

を
検
討
す
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

問

問 答答 問答

答答 問問

問問 答答

�

町長

新型コロナウイルス
� 感染症の対策は
健康づくりを含め
� 全体的に対応していきたい

▲�町立病院の救急車ピットに設置され
た陰圧ハウス
※�陰圧とは内部の気圧を下げて外部に
空気が漏れないようにすること。

町長 西
川
ら
し
い
自
然
教
育
・

�

子
育
て
支
援
策
を
問
う

更
な
る
充
実
に
向
け
検
討
す
る

問

▲

�

西
川
小
６
年
生
の
修
学
旅
行

で
の
外
国
語
研
修

▲

旧
大
井
沢
小
学
校



　議会による今年度の行政評価は、元年度に町が実施した事業のうち11
事業を４つの視点ごとに25点、合計100点満点で評価しました。その結
果を掲載します。評価に関する意見を記した評価シートは、議会ホーム
ページに掲載しているほか議会事務局で閲覧可能です。

まちづくり総合支援事業が100点満点の半分にも届かず、
多くの課題を抱えていることがわかりました。

議会の総括

令和元年度事業

行政評価
【事務事業評価】

まちづくり総合支援事業 に課題多し

24

20

17

20

必要性

妥当性

効率性

成果

17

13

6

6

必要性

妥当性

効率性

成果

17

13

10

7

必要性

妥当性

効率性

成果

18

9

4

7

必要性

妥当性

効率性

成果

23

18

14

17

必要性

妥当性

効率性

成果

23

17

13

16

必要性

妥当性

効率性

成果

18

18

14

15

必要性

妥当性

効率性

成果

21

21

18

18

必要性

妥当性

効率性

成果

20

18

14

17

必要性

妥当性

効率性

成果

20

21

11

11

必要性

妥当性

効率性

成果

21

21

17

17

必要性

妥当性

効率性

成果

評価のための４つの視点評価のための４つの視点評価のための４つの視点評価のための４つの視点

必要性
・ 町民に必要な事業か　・ 社会情勢から実施が適切か
・ 町が主体となって関与すべきか

妥当性
・ 他事業とサービスが重なっていないか
・ 他自治体と比べ適切か　・ 町民目線として適切か

効率性
・ 事業の手法は効率が良いか　・ 受益者負担は適正か
・ コスト削減の余地はないか

成　果
・ 事業の目的が達成されているか
・ 前年以前と比較し成果は上がっているか

災害対策事務

まちづくり総合
支援事業
（地域づくり・集落支援員）

81点

47点 42点

72点38点

 

65点62点

69点78点

76点63点

まちづくり総合
支援事業
（地域おこし協力隊）

教育用コンピュータ
整備事業

まちづくり総合
支援事業
（まちづくり応援団）

スポーツ振興全般高齢者運転免許
自主返納事業

６次産業化加工・
直売推進事業

農業振興
担い手育成事業

地域産業
育成支援事業

小水力発電事業

西川町議会だより 第115号　1415



西川町議会だより 第115号　1617

法
人
化
に
よ
る

就
農
者
の
確
保

異
業
種
参
入
の
推
進

　

農
業
以
外
の
事
業
者
が

農
業
に
参
入
す
る
際
の
相

談
や
支
援
体
制
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
整
え
、
参
入
に

よ
る
雇
用
も
創
出
す
る
。

法
人
設
立
・

　
　

運
営
へ
の
支
援

　

農
業
に
関
す
る
こ
と
以

外
の
、
法
人
と
し
て
必
要

な
資
金
調
達
や
労
務
管
理

な
ど
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
指

導
も
行
う
。

議
会
活
動
の
成
果
を

　
　
　
　
　
政
策
提
言
に

議
会
か
ら
町
へ
政
策
提
言
書
を
提
出

農
業
担
い
手
育
成
事
業
の

　
　
　
　
　
　
充
実
を
目
指
し
て

▲政策提言書と事務事業評価書を町三役などに説明

　

今
年
度
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
議
会
活
動
の
重
要
な

取
組
み
で
あ
る「
町
民
と

議
会
の
対
話
の
集
い
」や
、

先
進
地
へ
の
行
政
視
察
研

修
を
実
施
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
、感
染
対
策
に

十
分
配
慮
し
た
上
で
所
管

事
務
調
査
等
を
重
ね
、令

和
元
年
度
事
業
の
行
政
評

価
の
結
果（
14
～
15
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）も
参
考
に
し

な
が
ら
、今
年
度
の
議
会

活
動
の
成
果
の
一
つ
で
あ

る「
政
策
提
言
」を
ま
と
め

ま
し
た
。そ
の
内
容
を
要

約
、抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。政
策
提
言
書
の
全
文

は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

総
合
支
援
事
業

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

町
を
活
性
化
す
る
た
め
に

も
必
要
で
あ
る
。
町
と
し

て
協
力
隊
に
何
を
希
望
す

る
の
か
、
協
力
隊
員
は
何

を
し
た
い
の
か
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
を
明
確
に
し
た

積
極
的
な
受
け
入
れ
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。

　

任
期
中
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
充
実
と
任
期
後
も
定

住
す
る
協
力
隊
員
へ
の
支

援
制
度
の
確
立
が
必
要
で

あ
る
。

町
民
の
命
と
生
活
を
守
る

災
害
対
策

同
報
系

　

防
災
行
政
無
線
の
活
用

　

災
害
時
に
お
け
る
住
民

へ
の
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
防
災
無
線
は
重
要
な
役

割
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　

今
年
７
月
に
発
生
し
た

豪
雨
災
害
等
を
検
証
し
、

避
難
所
開
設
の
情
報
や
道

路
の
通
行
止
め
情
報
な
ど

を
地
域
別
に
発
信
す
る
な

ど
、
き
め
細
か
な
情
報
発

信
を
行
い
、
非
常
時
に
お

け
る
有
効
活
用
を
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
す
べ
き
で
あ
る
。

自
主
防
災
組
織
の
充
実

　

全
地
区
に
設
置
さ
れ
た

自
主
防
災
組
織
と
行
政
と

の
連
携
・
連
絡
強
化
と
高

齢
化
社
会
に
対
応
し
た
実

質
的
な
組
織
体
制
の
再
構

築
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

各
地
域
避
難
所
へ
の
非

常
食
、
毛
布
等
の
防
災
資

機
材
の
配
備
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

地
域
公
共
交
通
網
の

整
備
促
進

　

高
齢
化
が
進
み
、
高
齢

者
の
免
許
自
主
返
納
を
進

め
る
中
、
交
通
手
段
の
確

保
の
た
め
に
も
、
現
在
行

な
っ
て
い
る
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実

験
を
早
急
に
検
証
し
、
実

施
可
能
な
地
域
か
ら
導
入

を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　

路
線
バ
ス
や
福
祉
バ
ス
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
委

託
先
と
の
連
携
を
強
化
し
、

一
体
化
し
た
効
率
的
な
運

行
が
で
き
な
い
か
、
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

新
規
就
農
の

受
入
態
勢
整
備

地
域
全
体
で
の
取
組
み

　

営
農
座
談
会
や
地
域
活

性
化
の
取
組
み
と
し
て
、

新
規
就
農
者
と
農
地
の
所

有
者
な
ど
地
域
全
体
が
農

業
・
農
地
に
対
す
る
意
識

や
要
望
な
ど
を
共
有
す
る

と
と
も
に
、
農
地
中
間
管

理
機
構
の
活
用
を
図
る
取

組
み
な
ど
を
町
や
Ｊ
Ａ
が

積
極
的
に
推
進
す
る
。

農
業
施
設
や

　
　

機
械
の
継
承
推
進

　

遊
休
地
と
な
っ
て
い
る

農
地
の
対
応
と
し
て
前
述

の
地
域
全
体
で
取
り
組
む

と
と
も
に
、
農
業
施
設
等

の
資
産
も
所
有
者
と
新
規

就
農
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

等
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
町

が
構
築
し
、
地
域
で
運
用

す
る
。

総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

　

新
規
就
農
の
場
合
、
起

業
す
る
場
合
と
同
様
に
経

営
基
盤
の
整
備
、
確
立
を

重
視
し
つ
つ
、
自
ら
の
生

活
基
盤
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
営
農
指
導
は
も
ち
ろ
ん

所
得
確
保
を
考
慮
し
た
支

援
体
制
が
必
要
で
あ
り
、

関
係
各
課
、
機
関
が
連
携

し
た
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
構
築
す
る
。

令 和２年 度

政策提言

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

地
域
づ
く
り
・

�

集
落
支
援
員　
　

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が

進
む
中
、
各
地
区
に
ど
の

よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の

か
実
情
を
整
理
し
、
必
要

と
す
る
地
区
へ
積
極
的
に

集
落
支
援
員
の
配
置
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

今
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
地
域
づ
く
り
活
動

支
援
交
付
金
」
の
位
置
づ

け
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
地
域
づ
く
り
活
動
へ

の
補
助
に
つ
い
て
今
後
の

方
向
性
を
示
し
、
財
政
的

支
援
の
在
り
方
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
応
援
団

　

ま
ち
づ
く
り
応
援
団
は

町
に
と
っ
て
大
切
な
営
業

マ
ン
で
も
あ
る
。
町
と
し

て
何
を
お
願
い
す
る
の
か

を
具
体
的
に
示
す
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

で
応
援
団
員
の
使
命
感
を

醸
成
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
の
新

規
団
員
の
確
保
や
、
積
極

的
な
勧
誘
活
動
が
必
要
で

あ
る
。
町
民
で
組
織
す
る

ま
ち
づ
く
り
応
援
団
交
流

委
員
会
も
幅
広
い
年
代
構

成
と
し
、
年
代
ご
と
の
交

流
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

2年前のまちづくり応援団関東ブロック総会の様子

就
農
意
識
啓
発
の
推
進

学
校
教
育
の
取
組
み

　

学
校
教
育
に
お
い
て
、

農
業
に
よ
る
食
糧
確
保
や

環
境
保
全
を
学
ぶ
こ
と
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

中
学
生
は
特
に
自
ら
の

進
路
に
つ
い
て
考
え
る
時

期
で
も
あ
り
、
認
定
農
業

者
や
農
業
法
人
の
方
々
を

講
師
と
し
た
職
業
講
話
や
、

農
業
に
関
す
る
選
択
制
の

総
合
学
習
の
機
会
を
設
け
、

就
農
体
験
や
営
農
学
習
な

ど
に
取
り
組
む
。

生
涯
学
習
の
取
組
み

　

生
涯
学
習
課
や
政
策
推

進
課
、
産
業
振
興
課
の
連

携
に
よ
り
、
現
在
の
少
年

少
女
自
然
塾
、
ま
た
は
自

然
教
育
・
学
習
セ
ン
タ
ー

な
ど
既
存
の
取
組
み
の
一

環
と
し
て
農
業
体
験
を
取

り
入
れ
る
。

▲

�

11
月
29
日
に
実
施
さ
れ
た
吉

川
区
自
主
防
災
訓
練
「
安
否

確
認
訓
練
」

▲山間の小さな田んぼの稲刈り
（写真提供：㈱月山じょいふるふぁーむ 大泉忠昭様）

※�

同
報
系
と
は
、
住
民
な
ど
に

対
し
て
直
接
・
同
時
に
情
報

を
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
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次
の
１
件
の
議
案
が
上

程
さ
れ
、全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

議
第
51
号　

一
般
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
及
び
山
形
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
き

一
般
職
の
職
員
の
期
末
手

当
の
改
正
（
ボ
ー
ナ
ス
の

減
額
）
を
行
う
も
の
で
す
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
実
証
実
験

　

８
月
３
日
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
実
証
実
験
の
状

況
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

利
用
登
録
者
は
38
人
で
、

延
べ
利
用
者
数
は
30
人
で

し
た
。
利
用
者
の
要
望
に

よ
り
、
12
月
１
日
か
ら
帰

り
の
出
発
時
間
が
１
時
間

遅
く
な
り
ま
す
。

申
告
相
談
の
対
応

　

確
定
申
告
な
ど
の
相
談

会
場
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
な
ど
も
踏
ま
え
、
今
年

度
か
ら
役
場
第
２
庁
舎
の

１
か
所
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
大
井
沢
地
区

の
み
指
定
日
を
設
定
し
て

事
前
予
約
制
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
会
場
は
大
井
沢
支

所
で
す
が
、
階
段
の
昇
り

降
り
が
必
要
な
た
め
足
の

不
自
由
な
方
に
と
っ
て
は

不
便
で
あ
る
と
い
う
意
見

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

常任委員会

活 動報告

第４回臨時会
・

議会全員協議会

　

議
会
で
は
、
行
政
評

価
や
政
策
提
言
を
行
う

過
程
で
常
任
委
員
会
に

よ
る
所
管
事
務
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

で
は
、２
日
間
に
わ
た
り
町

の
起
業
支
援
の
補
助
を
受

け
た
事
業
者
を
対
象
と
し

た
所
管
事
務
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、行
政
評
価
と
し

て
令
和
元
年
度
の
地
域
産

業
育
成
支
援
事
業
を
評
価

す
る
に
あ
た
り
、実
際
に
事

業
者
の
声
を
お
聞
き
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
た
も

の
で
す
。

　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

で
は
、町
の
路
線
バ
ス
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
業
務
を

受
託
し
て
い
る
月
山
観
光

タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
を
対

象
と
し
た
所
管
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、行
政
評
価
と
し

て
令
和
元
年
度
の
高
齢
者

免
許
自
主
返
納
事
業
を
評

価
す
る
に
あ
た
り
、高
齢

者
の
移
動
手
段
と
な
る
バス

の
活
用
等
に
つ
い
て
実
際
に

事
業
者
の
声
を
お
聞
き
し

た
も
の
で
す
。そ
こ
で
の
質

疑
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

実
証
実
験
を
行
な
っ

て
い
る
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

ま
す
か
。

そ
の
運
行
に
よ
って
通

常
の
タ
ク
シ
ー
の
利
益

が
減
る
と
い
う
現
実
が
あ

り
ま
す
。

　

県
内
の
自
治
体
で
は
導

起
業
者
の
信
念
と
熱
意
に
触
れ
る

�

起
業
支
援
に
関
す
る
所
管
事
務
調
査
か
ら

バ
ス
運
行
の
実
情
を
知
る

�

バ
ス
運
行
委
託
に
関
す
る
所
管
事
務
調
査
か
ら

ク
ズ
リ
合
同
会
社（
睦
合
）

　

地
元
産
の
原
材
料
を
使

っ
た
清
涼
飲
料
水
や
缶
詰

又
は
瓶
詰
食
品
を
製
造
し
、

県
内
外
の
お
店
に
卸
し
て

い
ま
す
。

　

代
表
の
坂
本
美
穂
子
さ

ん
の
ご
実
家
の
旅
館
で
お

客
様
に
提
供
し
て
い
た「
ふ

き
の
と
う
み
そ
」と「
や
ま

ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
」が
好
評

で
、お
土
産
と
し
て
持
ち
帰

り
た
い
と
い
う
お
客
様
が

多
い
こ
と
を
聞
き
、そ
れ
を

商
品
化
す
る
こ
と
を
考
え

た
の
が
起
業
の
き
っ
か
け
だ

そ
う
で
す
。

愛
染
（
間
沢
）

　

女
性
専
用
の
整
体
と
リ

ン
パマ
ッ
サ
ー
ジ
を
施
術
し

て
い
ま
す
。

　

代
表
の
佐
藤
智
慧
妙
さ

ん
は
も
と
も
と
寒
河
江
市

内
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
の
店
に
10
年
以
上
勤
め

て
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち
自

分
自
身
の
取
り
組
み
た
い

方
向
性
が
明
確
に
な
り
、

お
客
様
が
も
っ
と
通
い
や
す

い
お
店
に
し
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
っ
た
こ
と
か
ら

起
業
を
決
め
た
そ
う
で
す
。

金
子
製
作
所
（
吉
川
）

　

レ
ー
ザ
ー
マ
シ
ン
で
の
石

英
ガ
ラ
ス
加
工
に
よ
る
半

導
体
製
造
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

代
表
の
金
子
正
美
さ
ん

は
長
年
に
わ
た
り
半
導
体

事
業
に
従
事
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、会
社
に
よ
る
製
品

の
コ
ス
ト
削
減
に
限
界
を

感
じ
、個
人
で
あ
れ
ば
発

注
元
の
希
望
に
応
え
ら
れ

る
と
考
え
、製
造
に
必
要

な
加
工
機
械
を
見
つ
け
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、起
業

を
決
め
た
そ
う
で
す
。

調
査
を
終
え
て

　

今
回
お
話
を
う
か
が
っ

た
方
々
は
み
な
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
お
持
ち
で
し
た
。

そ
れ
を
土
台
と
し
て
起
業

す
る
に
あ
た
り
、町
の
起
業

支
援
補
助
が
ス
タ
ー
ト
時

の
設
備
投
資
な
ど
に
有
効

活
用
さ
れ
た
の
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

議会の動き議会の動き

議会の傍聴にお越しください
新型コロナウイルス感染
症予防のため以下の対策
にご協力ください。
①マスクの常時着用
②手指消毒の徹底
③座席の間隔の確保

次回定例会は
3月です

面倒な手続きは
何もありません。
ぜひお気軽に！

（3月2日からの予定）

議会全員協議会
■12月２日　デマンド型乗合タクシー実証実験ほか
■12月14日　政策提言書等最終調整

議会運営委員会
■11月16日　令和２年第４回定例会の運営ほか

総務厚生常任委員会
■10月28日　バス運行委託に関する所管事務調査
■11月25日　事務事業評価、政策提言協議
■11月30日　政策提言協議
■12月７日　陳情の審査、政策提言協議
■12月11日　政策提言協議

産業建設常任委員会
■10月19日　起業支援に関する所管事務調査
■10月22日　事務事業評価、政策提言協議
■10月26日　起業支援に関する所管事務調査
■10月27日　小水力発電事業等の所管事務調査
■11月４日　事務事業評価、政策提言協議
■11月17日　政策提言協議
■12月７日　政策提言協議

広報公聴常任委員会
■12月3日　議会だより115号編集会議
■12月10日　入稿前編集会議
■12月17日　第１回校正
■12月22日　第２回校正（文書アドバイザーとともに確認）
■12月25日　第３回校正
■１月７日　第４回校正、校了

その他
■10月20日　山形県町村議会議員研修会
■11月５日　西村山地方議長協議会議員研修会
■11月10日　大江西川両町協議会総会、研修会
■12月16日　�事務事業評価報告書並びに政策提

言書提出

第
４
回
臨
時
会

　

11
月
30
日

議
会
全
員
協
議
会

　

12
月
2
日

志
津
会
館
建
設
に
か
か
る

地
元
意
向
調
査
の
結
果

　

前
回
の
定
例
会
の
際
に
、

志
津
会
館
建
設
の
来
年
度

へ
の
延
期
に
関
し
、
町
は

「
改
め
て
地
域
の
意
見
を

聞
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
９
月
28

日
に
志
津
町
内
会
の
方
々

が
集
ま
り
、
そ
の
席
上
で

全
員
が
「
引
き
続
き
同
じ

場
所
に
建
設
す
る
」
と
い

う
意
向
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

ケ
ー
シ
ー
ス
チ
ー
ル
㈱
に

関
す
る
動
き

　

会
社
と
し
て
破
産
申
立

て
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
展
は
特
に
あ

り
ま
せ
ん
。
議
会
と
し
て

は
、
今
後
も
定
期
的
に
町

か
ら
の
報
告
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

※
そ
の
他
７
件
の
協
議
を

行
い
ま
し
た
。
詳
細
は
議

会
事
務
局
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

▲

�

月
山
観
光
タ
ク
シ
ー
の
み
な

さ
ん
と

▲

愛
染
に
て

答 問

入
す
る
流
れ
が
あ
り
ま
す

が
、路
線
バ
ス
か
ら
切
り
替

え
た
と
し
て
も
運
行
に
必

要
な
人
員
を
確
保
す
る
点

は
同
じ
で
す
。

政
策
提
言
で
バ
ス
の

小
型
化
に
言
及
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の

点
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

例
え
ば
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
場
合
、将
来
的
な

利
用
者
の
人
数
の
想
定
が

で
き
ま
す
。そ
れ
を
踏
ま

え
て
市
販
さ
れ
て
い
る
10

人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
車
な
ど
に

変
え
れ
ば
、故
障
が
少
な

く
、燃
費
も
良
く
、維
持
費

は
削
減
で
き
ま
す
。た
だ

し
、運
転
す
る
人
員
の
配

置
は
変
わ
ら
な
い
た
め
、そ

れ
で
委
託
料
を
削
減
さ
れ

る
の
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
他
に
も
大
変
貴
重
な
お

話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

問答



西川町議会だより 第115号　20

【一般質問のページ全体について】
　従前から項目ごとに分かりやすい言葉を使い簡潔にまとめられており、大変読みやすく、
理解しやすいと感じています。

発
行

／
山

形
県

西
村

山
郡

西
川

町
議

会
　

編
集

／
広

報
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聴
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委

員
会
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海
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510　
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刷
／

寒
河

江
印

刷
㈱

令
和

３
年

1月
１5日

発
行

115号

～議会だより１１４号の
               アンケートより～

　知りたい! 聞きたい!
　読者モニターの広場

【荒木俊夫議員の一般質問を読んで】
　町内でコロナウイルス感染者が発生していないこともあり、今後万が一
感染者がでた場合の差別や偏見が心配です。この対策は重要だと考えます。

【決算特別委員会の記事を読んで】
　回答部分で、検討が多くもう少し具体案を表記していただくと明確にな
るのではと感じました。

　西川町議会では 10 名の町民の皆さまに議会だよりの読者モニターをお願い
し、今回から新たなモニターの皆さまが担当します。アンケートで寄せられた
ご質問やご意見には、きちんとお答えしています。読者モニター以外の方もお
気軽にお問い合わせください。

　特に一般質問のページは、広報公聴常任委員会の視察研修の際に隣県の町議会の方から
厳しくご指導をいただいたことをきっかけに、文字数の制限や空白の使い方などを意識し
た紙面づくりをしています。

ご感想を

お寄せくだ
さい

Ｓ
．
Ｋ
さ
ん

Ｓ
．
Ｓ
さ
ん

Ｍ
．
Ｃ
さ
ん

Ｔ
．
Ｍ
さ
ん

編
　後
　集
　記

　ご指摘をいただいたように、プライバシーの保護を確実に行なった上で感染者が誹謗中
傷にさらされないための方策をしっかりと考えておく必要があると思います。

西川町議会だより読者モニターの皆さまからたくさんのご意見などが寄せられました。
その中のいくつかを広報公聴常任委員からの回答とともに紹介します。

　

令
和
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

で
明
け
、
７
月
に
は
豪
雨
災

害
が
発
生
し
、
西
川
町
に
も

甚
大
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て

も
、
逆
境
か
ら
再
び
立
ち
上

が
る
姿
を
見
て
、
町
民
の
大

き
な
底
力
を
感
じ
る
一
年
で

し
た
。

　

暗
い
話
題
の
多
い
中
、
12

月
の
定
例
会
「
啓
翁
桜
議

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
場
に
は
啓
翁
桜
が
飾
ら
れ
、

ピ
ン
ク
色
の
花
び
ら
と
薄
み

ど
り
色
の
葉
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
と
て
も
鮮
や
か
で
、
心

が
癒
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
や
災

害
復
旧
の
補
正
予
算
等
を
審

議
し
可
決
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
は
皆
さ
ま
の
暮
ら
し

が
一
刻
も
早
く
元
に
戻
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
菅
野
邦
比
克
）

【令和元年度決算のポイントを読んで】
　何となく内容がとぼしい面もありますねえ。

　「検討する」という町からの回答があまりに多いという点は議会としても同感です。必要に
応じて繰り返し質問したり、議会だよりで追跡記事を掲載したりする必要があると考えます。

　決算に関しては町広報紙 10 月号でも4ページにわたって紹介されるため、議会だより
では掲載する内容をかなり絞り込んでいます。この内容に関しては今後も検討していきた
いと思います。

《
発
行
・
編
集
責
任
者
》

　

議　

長　
　

古
澤　

俊
一

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　
　

大
泉　

奈
美

　

副
委
員
長　

佐
藤　

光
康

　

委　

員　
　

菅
野
邦
比
克

　

委　

員　
　

佐
藤　
　

仁

ファクシミリ：７４－２６０１　　住所：海味510番地
　　　メール：giji@town.nishikawa.yamagata.jp


